
  
  
  

  
  

 

 

【年度計画27】
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【年度計画 30】 

 

平成２４年度 大学院生に対する国際学会発表支援事業の概要 

 

１ 趣 旨                                          

 

本学大学院生の学術研究活動の国際化を推進するため、大学院生が海外で開催される各種学会

に参加し当該学会において発表を行う場合、その渡航費用（旅費）について助成する。 

 

２ 対象者                                          

 

海外で開催される学会に参加し、当該学会において発表を行う本学大学院生 

 

３ 助成内容                                         

一人あたり150
※

千円を限度に、旅行所要額について助成する。（年 1回限り） 

  ※ ただし、渡航先が国家公務員等の旅費支給規程第 17 条第 4 号に定める地域（アジア
＊

地域）のうち次

の国又は地域である場合は、100 千円を限度に旅行所要額 

 

    ＊ 韓国、中国（香港を含む。）、台湾、フィリピン、ベトナム、カンボジア、タイ、マレーシア、 

シンガポール、インドネシア 

  ◆ 助成対象となった学会参加後、精算書（様式３）および発表要旨、発表風景写真などを付した報告書

（様式４）を提出させ、支援額を決定する。 

  ◆ 当該国際学会への参加にあたり、外部団体等による助成・補助などを受ける場合、又は学術奨励寄付

金などの外部資金および科学研究費補助金などにより所要額の一部を負担する場合にあっては、旅行所

要額から当該助成、補助額または外部資金および科学研究費補助金による負担額を減額した額を支援額

とする。 

  ◆ 「旅行所要額」は、運賃（目的地に至る最短経路による往復の旅行に必要とする経費）および滞在費

（目的地における当該学会の参加に必要な最短滞在日数にかかる宿泊料）の合計額とする。 

◆ 「旅行所要額」の算定にあたっては、公立大学法人名古屋市立大学旅費に関する規程（平成 18 年 4

月 1日公立大学法人名古屋市立大学達第 19 号）を準用する。 
 

４ 平成 24 年度予算額                                     

 

 ６，５００千円 

 

５ 支援対象者の決定                                     

 

  指導教員の推薦を受けた申請者からの申請に基づき、研究科長から学長に内申し学長が候補

者を決定する。（所管：事務局学術課） 

 

   ❑ 申請者（学生）  申請書に必
※

要書類を添え、指導教員の推薦をうける。 

   ❑ 指導教員    申請内容について審査し、所定欄に推薦理由を記入する。 

   ❑ 研究科長    申請内容及び推薦理由について確認し、学長に内申 

   ❑ 学長      内容について審査し、予算の範囲内で対象者および支援額を決定 

  ※ 申請時必要書類：参加する学会開催通知、プログラムなど申請者の参加が確認できるもの、発表要

旨などの写し、航空賃見積書または請求書、学生証の写しなど 

36



国際学会発表支援実績（平成21年度-平成24年度）

年度 研究科 人数 主な参加学会（国名）

医学研究科 12 39th Annual ESDR Meeting 2009（ハンガリー）
Vaccine Third Global Congress 2009（シンガポール）
11th International Congress of Inborn Errors of Metabolism（アメリカ）

薬学研究科 12 12th Congress of the European Society for Sexual Medicine（フランス）
The 5th Joint Meeting of The Societies for Free Radical Research Australasia and Japan（オーストラリア）

Keystone symposia（タンザニア）
人間文化研究科 1 IASA 2009 World Congress（中国）
システム自然科学研究科 1 European Association of Nuclear Medicine（スペイン）

合計： 26

医学研究科 18 OzBio2010（オーストラリア）
23rd Scientific Meeting of the International Society of Hypertension（カナダ）
The 35th ESMO Congress（イタリア）

薬学研究科 16 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies（アメリカ）
The 14th World Meeting of the International Society for Sexual Medicine（韓国）
The 6th Congress of Asia Pacific Society on Thrombosis and Haemostasis（インドネシア）

人間文化研究科 1 International MultiConference of Engineers and Computer Scientists 2011（香港）

芸術工学研究科 2 SPIE Medical Imaging 2011 (アメリカ)
システム自然科学研究科 1 European Association of Nuclear Medicine（オーストリア）

合計： 38

医学研究科 9 27th Annual European Association of Urology (EAU) Congress（フランス）
United States & Canadian Academy of Pathology 101st Annual Meeting（カナダ）
ORS 2012 Annual Meeting（アメリカ）

薬学研究科 11 0th International Conference on Materials Chemistry ‒ MC10 2011（イギリス）
14th Congress of the European Society for Sexual Medicine（イタリア）
Experimental Biology 2011（アメリカ）

芸術工学研究科 1 IEEE EMBS 2011（アメリカ）
システム自然科学研究科 1 EMBO Conference: Chromatin and Epigenetics（ドイツ）

合計： 22

医学研究科 13 European Association for Behavioural and Cognitive Therapies（スイス）
20th United European Gastroenterology Week(オランダ）
24th Meeting of the International Society of Hypertension （オーストラリア）

薬学研究科 11 The Complex Life of mRNA (ドイツ）
57th DAE-Solid State Physics Symposium（インド）
2012 International Ion Channel Conference (韓国）

人間文化研究科 1 CAJLE2012 Annual Conference Bridging between Therory and Practice（カナダ）
芸術工学研究科 4 The 1st Asia conferenceof international Building Performance Simulation Association (中国）

10th International Conference of Asia Digital Art and Design Association (台湾）
システム自然科学研究科 1 2012 International Workshop on Smart Info-Media System in Asia（タイ）

合計： 30

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成21年度
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【
年
度
計
画

31
】 名
古
屋
市
立
大
学
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
制
度
実
施
要
綱

 
（
趣
旨
）

第
１
条
 
こ
の
要
綱
は
、
名
古
屋
市
立
大
学
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
制
度
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な

 
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 
（
目
的
）

第
２
条
 
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
制
度
は
、
大
学
院
博
士
前
期
課
程
（
医
学
研
究
科
大
学
院
修
士
課

程
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
、
大
学
院
博
士
後
期
課
程
及
び
大
学
院
博
士
課
程
の
優
秀
な
学
生
を
教
育
的
配
慮

の
も
と
に
教
員
の
補
助
者
と
し
て
従
事
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
当

該
学
生
に
対
し
て
指
導
者
と
し
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 
（
任
務
）

第
３
条
 
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
以
下
「
Ｔ
・
Ａ
」
と
い
う
。）
の
任
務
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

(1
) 
大
学
院
博
士
前
期
課
程
の
学
生
 
学
部
学
生
に
対
す
る
講
義
、
演
習
、
実
験
及
び
実
習
（
以
下
「
授
業
」

と
い
う
。）
に
関
す
る
教
育
補
助
業
務

(2
) 
大
学
院
博
士
後
期
課
程
及
び
大
学
院
博
士
課
程
の
学
生
 
学
部
学
生
及
び
大
学
院
博
士
前
期
課
程
学

生
に
対
す
る
授
業
に
関
す
る
教
育
補
助
業
務

２
 
前
項
の
規
定
に
関
わ
ら
ず
、
別
に
定
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
大
学
院
博
士
前
期
課
程
の
学
生
に
、
Ｔ
・

Ａ
と
し
て
、
同
課
程
の
学
生
に
対
す
る
授
業
に
関
す
る
教
育
補
助
業
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
身
分
）

第
４
条
 
Ｔ
・
Ａ
は
、
本
学
の
教
職
員
の
身
分
を
有
し
な
い
。

（
任
用
）

第
５
条
 
Ｔ
・
Ａ
の
任
用
は
、
１
年
以
内
と
し
、
週
１
０
時
間
、
年
間
３
０
週
を
限
度
と
す
る
。

２
 
Ｔ
・
Ａ
に
は
、
事
前
に
一
定
期
間
、
授
業
担
当
教
員
の
指
導
を
受
け
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

 
（
授
業
の
管
理
責
任
及
び
安
全
対
策
）

第
６
条
 
Ｔ
・
Ａ
を
任
用
し
て
行
う
授
業
の
担
当
教
員
は
、
当
該
Ｔ
・
Ａ
に
よ
る
教
育
補
助
業
務
を
管
理
し
、

当
該
授
業
の
安
全
に
十
分
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
（
授
業
計
画
書
の
提
出
）

第
７
条
 
Ｔ
・
Ａ
の
任
用
を
希
望
す
る
授
業
担
当
教
員
は
、
授
業
計
画
書
（
様
式
１
）
を
作
成
し
、
任
用
し

 
よ
う
と
す
る
学
生
の
指
導
教
員
の
推
薦
を
受
け
た
う
え
、
研
究
科
長
又
は
学
部
長
（
以
下
「
研
究
科
長
等
」

と
い
う
。）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
（
選
考
）

第
８
条
 
研
究
科
長
等
は
、
前
条
の
授
業
計
画
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
当
該
教
授
会
の
議
を
経
て
理
事
長
に

提
出
す
る
も
の
と
し
、
理
事
長
は
、
こ
れ
を
適
当
と
認
め
た
と
き
は
Ｔ
・
Ａ
の
任
用
を
決
定
す
る
も
の
と
す

る
。

 
（
終
了
報
告
書
の
提
出
）

第
９
条
 
授
業
担
当
教
員
は
、
授
業
終
了
後
す
み
や
か
に
授
業
終
了
報
告
書
（
様
式
２
）
を
作
成
し
、
研
究
科

長
等
を
経
て
理
事
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
謝
金
）

第
１
０
条
 
Ｔ
・
Ａ
に
は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
謝
金
を
支
給
す
る
。

２
 
前
項
の
謝
金
は
、
授
業
終
了
報
告
書
１
件
ご
と
に
事
後
一
括
し
て
支
払
う
も
の
と
す
る
。

 
（
特
別
研
究
員
の
除
外
）

第
１
１
条
 
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
で
あ
る
学
生
は
、原
則
と
し
て
Ｔ
・
Ａ
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

 
（
委
任
）

第
１
２
条
 
こ
の
要
綱
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
制
度
の
実
施
に
つ
い
て
必

 
要
な
事
項
は
、
各
研
究
科
に
お
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

附
則

こ
の
要
綱
は
、
平
成
１
８
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則

こ
の
要
綱
は
、
平
成
１
９
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則

こ
の
要
綱
は
、
平
成
２
１
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則

こ
の
要
綱
は
、
平
成
２
１
年
１
１
月
３
０
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則

こ
の
要
綱
は
、
発
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
要
綱
に
よ
る
改
正
後
の
名
古
屋
市
立
大
学
テ

ー
チ
ィ
ン
グ
・
制
度
実
施
要
綱
第
３
条
第
１
項
の
規
定
は
、
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
。
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（
様
式
１
）
 
 
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
授
業
計
画
書
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

  
 
 
理
 
事
 
長
 
様
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
所

属
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
講
座
等
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
担
当
教
員
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
次
の
授
業
計
画
に
よ
り
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
以
下
「
Ｔ
・
Ａ
」
と
い
う
。）
の
任
用
を
希
望

し
ま
す
。
 

 １
 
授
業
計
画
の
内
容
 

授
 
業
 

名
 
称
 

 

概
 
要
 

 

総
時
間
数
 

 

担
当
教
員
が
担

当
す
る
時
間
数
 
 

Ｔ
・
Ａ
が
従
事

す
る
時
間
数

  

任
用
し
よ
う
と

す
る
Ｔ
・
Ａ
 

氏
 
名
 

 
生
年
月
日

 
 
 
 年
 
 
月
 
 
日

所
属
等
 

 
 
 
 
 
 
研
究
科

 
 
 
 
課
程
 
 
年

学
籍
番
号

 

 ２
 
Ｔ
・
Ａ
の
指
導
教
員
の
推
薦
調
書
 

指
導
教
員
氏
名
 
 

所
 
属
 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
研
究
科

推
薦
理
由
 

 ３
 
研
究
科
長
確
認
 
 
 
 
 
 
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 

 ４
 
教
授
会
承
認
の
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

（
様
式
２
）
 
 
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
授
業
終
了
報
告
書
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

 
 
 
理
 
事
 
長
 
様
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
所

属
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
講
座
等
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
担
当
教
員
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
次
の
と
お
り
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
以
下
「
Ｔ
・
Ａ
」
と
い
う
。）
に
よ
る
授
業
を
終
了
し
ま

し
た
の
で
、
報
告
し
ま
す
。
 

 １
 
授
業
内
容
の
報
告
 

授
 
業
 

名
 
称
 

 

内
 
容
 

 

    
 
 
 
 
（
Ｔ
・
Ａ
が
担
当
し
た
時
間
数
 
 
 
 
 
 
時
間
）

授
業
担
当
教
員

の
講
評
等
 

 

担
当
し
た
Ｔ
・
Ａ
 

の
感
想
等
 

 

担
当
し
た
 

Ｔ
・
Ａ
 

氏
 
名
 

 
生
年
月
日

 
 
 
 年
 
 
月
 
 
日

所
属
等
 

 
 
 
 
 
 
研
究
科

 
 
 
 
課
程
 
 
年

学
籍
番
号

 

 ２
 
Ｔ
・
Ａ
に
よ
る
授
業
実
績
報
告
 

実
施
年
月
日
 

実
 
 
施
 
 
内
 
 
容
 

時
間
数
 

担
当
教
員

確
認
印

・
 
・
 

 
 

 

・
 
・
 

 
 

 

・
 
・
 

 
 

 

・
 
・
 

 
 

 

・
 
・
 

 
 

 

・
 
・
 

 
 

 

・
 
・
 

 
 

 

・
 
・
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H24_TA実績

実施人数
（延人数）

実施人数
（実人数）

医学研究科 11 11
薬学研究科 19 19
経済学研究科 23 15
人間文化研究科 13 12
芸術工学研究科 38 22
看護学研究科 7 5
システム自然科学研究科 16 16
合計 127 100
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【年度計画47】
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【年度計画 47】 
教養教育における研究授業の実施について 

 
■本学での実施の目的 
 大学全体の教育力向上に向けた FDの取組みの一環として、参考となる授業を他の教員に公開し、意
見交換をすることで、相互に授業の改善を図ることを目的とする。 

 専門教育及び大学院教育→各学部・研究科で取組みを進める。 
 教養教育→平成２５年度からの実施に向けて教育支援センターで取組みを進める。 

  
■教養教育における実施要領（案） 
１．研究授業対象科目について 
  「授業についてのアンケート調査」の前年度の結果をもとに、総合評価が全教養教育科目の平均以

上だった科目の中から、前期・後期の各学期で実施する。 
※本学専任教員が担当する授業科目に限定する。 
※オムニバス科目、集中講義、早期体験学習、看護基礎、外国人教師による外国語科目、滝子キ

ャンパス以外のキャンパスでの開講科目は除外する。 
※アンケートの回収枚数が１０枚未満の科目は除外する。 

 
（１）平成２５年度前期の実施科目 
  平成２４年度前期のアンケート結果において、総合評価が全教養教育科目の平均である 3.88 以上

の授業科目の中から、 
 ①文化と人間性の探求、外国語科目の中から１科目 
②自然と数理の探求、情報科目、生物学、数学・統計学の中から１科目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問５　総合評価

平均

現代社会の諸相 K1404 政治学４ 伊藤　恭彦 12 4.75 人社 × 月曜・４限

現代社会の諸相 K4203 経営学１ 出口　将人 64 4.13 経 △ 木曜・２限 25年度担当教員の変更

文化と人間性の探求 K5305 人間性の探求１ 古賀　弘之 129 4.52 人社 ○ 金曜・３限

文化と人間性の探求 K4105 文化の理解６ 吉田　一彦 24 4.24 人社 ○ 木曜・１限

自然と数理の探求 K4209 自然と数理４ 木藤　新一郎 78 3.97 システム ○ 木曜・２限

K5210 総合英語１ 宮田　学 31 4.50 人社 △ 金曜・２限 25年度担当教員の変更

外国語科目 K1201 ドイツ語Ａ 別所　良美 37 4.27 人社 ○ 月曜・２限

外国語科目 K5308 英語リフレッシュ１ 野村　直樹 16 4.25 人社 ○ 金曜・３限

外国語科目 K1206 フランス語Ａ 佐野　直子 42 4.13 人社 ○ 月曜・２限

K5110 総合英語４ 中川　敦子 28 3.92 人社 × 金曜・１限

K1101 情報処理基礎 渡邊　裕司 34 4.14 システム ○ 月曜・１限

K3303 情報・統計処理 宮原　一弘 47 4.00 システム ○ 水曜・３限

K4401 情報処理基礎 渡邊　裕司 36 3.97 システム ○ 木曜・４限

K1102 基礎生物学 湯川　泰 94 4.56 システム ○ 月曜・１限

K3106 微分積分学 田中　豪 49 4.12 システム ○ 水曜・１限

K2202 統計学 能登原　盛弘 46 3.96 システム ○ 火曜・２限

生物学

25年度
開講

外国語科目

情報科目

情報科目

情報科目

形式
（オムニバス等）

基
礎
科
目

特記事項

共
通
科
目

科目区分

数学・統計学

数学・統計学

曜日・時限

一
般
教
養
科
目

外国語科目

講義
コード

科目名 担当教員 履修者数 所属

を、関係する科目部会長に

選定していただき、合計２

科目で実施する。 
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（２）科目担当教員への依頼 
  教育支援センター長から、改めて（１）で選定された科目の担当教員に書面で依頼する。 
 
２．実施日程・方法 

①担当教員の予定や都合に合わせて、前期は５月～６月頃、後期は１０月～１１月頃を目途に、研

究授業を１回行っていただく。 
 ・具体的な実施日や参観受入可能人数など、教務企画室と担当教員との間で調整を進める。 
②それまでの授業の経緯や授業の狙いなどについてのシラバス等の情報を、教務企画室を通じて参

観希望者に伝達する。 
 
３．参観対象者 
  本学専任教員に限定する。 

 
４．周知方法 

①本学 HPのイントラ（教職員限定情報）サイトのトップページ及び教育支援センターのページに
情報を掲載する。 

②教員のメールボックスへチラシを配布する。（教育支援センター・ニュースレターの活用） 
 

５．参観申込の受付 
教務企画室で受付期間を設け、メールで受付ける。 
・メール記入項目：参観希望科目・所属・氏名など 

 
６．研究授業当日の流れ 

①参観者は、教室の出入口に設置された出欠票に記入後、同様に設置された回収箱に投函する。 
②授業開始後の途中退出は不可とする。 

 
７．研究授業終了後の流れ 

①参観者は、事前に配布した研究授業についてのアンケート（別紙案参照）を電子ファイルまたは

紙面にて、教務企画室へ提出する。 
②参観者から提出されたアンケートを、教務企画室より授業担当教員へ送付する。 
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（案） 
 

研究授業についてのアンケート 

 

授 業 名  担当教員名  

参 観 日  教  室  

１．本授業で参考になったと思われる点を挙げてください。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．本学の研究授業制度に対する意見や感想などを自由に書いてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アンケートへのご協力ありがとうございました。記入後は、電子ファイルまたは紙面にて、 
教務企画室まで提出いただければ幸いです。 

 
 
 
 

所属を○で囲み、お名前をご記入ください。 

所 属 医学研究科   薬学研究科   経済学研究科   人間文化研究科  

芸術工学研究科   看護学部   システム自然科学研究科 

氏 名  
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厚生労働省
レセプトデータ原本

医療情報解析室 概要 【年度計画57】

名古屋市立大学大学院薬学研究科

レセプトデータ原本
(DVD)DVDの返却

名古屋市立大学大学院薬学研究科
医療情報解析室

（施錠、入退室管理）

外付けHD
レセプトデータ
（1回複写原本）
中間解析デ タ

物理的フォーマット

解析用PC

中間解析データ （チェーン固定）

外

LANは接続しない（OSおよびウイルス定義ファイ
ル更新時を除く、ポート管理）

解析用PC

プリンター
帳票データ

USBメモリ
集計データ （チェーン固定）

（スクリーンセーバー）

外
部
発
表

施錠ロッカー
レセプトデ タ原本(DVD)

表

レセプトデータ原本(DVD)、
USBメモリ、帳票データ等 シュレッダーによる裁断

1

薬学研究科長

医療情報解析室
管理・運営体制

薬学研究科長

利用者の中から指名指名

医療情報セキュリティ委員会 管理者 運営委員会＋
監査

医療情報解析室
利用の承認

利用と
管利用の承認

監査
運営委員会
への参加

管理

利用者

への参加

厚生労働大臣によるレセプトデ タ提供の承認・厚生労働大臣によるレセプトデータ提供の承認
・名古屋市立大学倫理審査委員会による研究実施の承認

2
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文部科学省 創薬等支援技術基盤プラットフォーム事業 

 

 創薬等支援技術基盤プラットフォーム事業は、創薬プロセス等に活用可能な技術基盤の

整備、積極的な外部開放（共用）等を行うことで、創薬・医療技術シーズ等を着実かつ迅

速に医薬品等に結び付ける革新的プロセスを実現することを目的としている。 

 この事業は、解析拠点、制御拠点、情報拠点の３拠点から構成され、これらが有機的に

連携することで、大学発の創薬を実現することを最終的な目標としている。 

 この中の制御拠点の中に合成領域というものが本年度新たに設けられた。この領域は、

合成化学を活用することにより創薬を支援する技術を高度化すること、また、ヒット化合

物の構造最適化支援を、各種合成技術により行うことを目的している。この合成領域の課

題募集に薬学研究科の樋口恒彦が課題管理者（代表）として応募申請し、本年度採択され

８月より事業を開始している。申請課題名は「C-H 結合活性化を活用する独創的リード化

合物高度化」であり、これは、最適化を行う対象化合物の、本来反応性が低く修飾困難な

部位を修飾可能にする、難易度が高いが独創的化合物群を創製可能にする高度な技術の開

発に関するものである。また、生理活性を高めることが期待されるフッ素官能基導入をリ

ード化合物に効率的に行う最適化の取組も同時に進めることも目的としている。 

 さらに、上記手法を用いて新規性・ヒット性の高い化合物ライブラリー構築も行ってい

く。 

 一方で、当研究グループの有する合成能力を駆使し、リード化合物のそれまでの合成経

路を、より効率よく実用性の高い経路で且つ類縁体合成にも適したものに大きく改良する

ことも重点を置いて進展させる。 

 以上を総合することにより、独創的で且つ効率の高い医薬品候補化合物の創発が期待で

きると考えている。 

 以上を、本学薬学研究科の化学系４分野、及び名古屋工業大学の柴田哲男教授で協力し、

名古屋市立大学に既に設置された創薬基盤科学研究所と緊密に連携しながら実施し、シー

ズ育成と共に支援基礎技術確立を達成するために取組を進めている。 

 

１ 採  択               平成 24 年度 

２ 事業期間（予定）              ５年 

３ 交付金額（２４年度）        16,000,000 円（名市大分） 

４ 推進責任者             薬学研究科 樋口恒彦 教授 
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医薬品等審査迅速化事業費補助金 
（革新的医薬品・医療機器・再生医療製品実用化促進事業）     

 

１ 事業の目的 

事業実施機関は、レギュラトリーサイエンスの考え方を踏まえて、独立行政法人医薬品

医療機器総合機構（PMDA）及び国立医薬品食品衛生研究所（NIHS）と連携・人材交
流を行い、革新的医薬品・医療機器・再生医療製品の安全性と有効性の評価方法の確立

に資する研究を実施し、国が作成する新薬・新医療機器審査・安全対策のガイドライン

の世界初または世界同時発信につなげる。本事業により、レギュラトリーサイエンスの

推進による医療イノベーションの社会的調和を図るとともに、アカデミア、審査側双方

において、革新的技術及びレギュラトリーサイエンスに精通した人材育成及びそのため

の体制の確立にも資するものである。 

 

２ 本学の実施計画 

①  表題 バイオマーカー等を活用した分子標的薬の有効性、安全性の効率的評価方法の確立 

 

②  概要 

ゲノムバイオマーカーを活用した個別化医療技術を用いて、有効性と安全性について

の新規評価法を確立し、分子標的薬開発の迅速化へのゲノムバイオマーカーの応用例を

示すことを目的とする。併せて、国際共同治験における日本人を対象にした安全性評価

を、ゲノムバイオマーカーを用いて効率的に行う評価法の確立を目指す。以上の成果か

ら、分子標的薬の開発研究における有効性と安全性評価のためのゲノムバイオマーカー

の利用方法や、安全性に関する民族差の検討にゲノムバイオマーカーを利用する際に考

慮すべき事項を明らかにしたガイドライン案を作成することを目指す。 

 

③  事業期間（予定） 

  平成２４年度～２８年度  

 

④  総括研究代表者 

       薬学研究科 教授 頭金正博 

 

⑤  予算（平成 24年度） 

  ５１，０００千円 

 

以 上 
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【
年
度
計
画

58
】

平
成
24
年
度
 
経
済
学
研
究
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
成
果
報
告
書

１
テ
ー
マ

名
古
屋
市
の
都
市
経
営
・
都
市
環
境
の
現
状
と
課
題

２
担
当
責
任
者

井
上
泰
夫
 
共
同
研
究
者
 
山
田
雅
雄
特
任
教
授
、
吉
井
信
雄
特
任
教
授

３
研
究
内
容

平
成
24
年
度
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
21
世
紀
の
名
古
屋
市
を
展
望
す
る
」
を
研
究
テ
ー
マ
と
し

て
、
今
年
度
は
、
山
田
が
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
観
点
か
ら
名
古
屋
市
の
こ
れ
ま
で
の
都
市
計
画
を

振
り
返
り
つ
つ
、
今
後
の
課
題
を
研
究
し
た
。
吉
井
は
歴
史
的
観
点
に
立
っ
て
日
本
の
都
市
行
政

の
中
で
名
古
屋
市
を
位
置
づ
け
つ
つ
、
自
治
の
観
点
か
ら
今
後
の
行
政
を
研
究
し
た
。
最
後
に
、

井
上
は
地
方
行
政
の
全
体
的
な
視
点
に
立
っ
て
論
考
を
準
備
し
た
。

４
研
究
経
過

山
田
、
吉
井
の
研
究
は
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
個
別
報
告
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
公
表
さ
れ
た
。

ま
た
、
そ
の
た
め
に
報
告
打
ち
合
わ
せ
会
議
を
数
回
開
催
し
つ
つ
、
相
互
の
意
見
調
整
を
お
こ
な

う
こ
と
が
で
き
た
。

５
研
究
成
果

山
田
、
吉
井
の
研
究
成
果
は
、
研
究
所
年
報
『
国
際
経
済
研
究
』
第
14
号
、
20
13
年
4
月
に
掲

載
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
井
上
の
研
究
成
果
は
、
井
上
泰
夫
「
21
世
紀
の
地
域
経
済
」
と
し
て
公

表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

平
成

24
年
度
 
経
済
学
研
究
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
成
果
報
告
書

１
テ
ー
マ

未
組
織
部
門
の
労
働
条
件
と
働
く
も
の
の
意
識

２
担
当
責
任
者

松
村
文
人
（
経
済
学
研
究
科
教
授
）

３
研
究
内
容

労
働
組
合
要
因
が
実
際
に
労
働
者
の
労
働
条
件
に
よ
い
影
響
を
与
え
て
い
る
の

か
ど
う
か
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
検
証
す
る
。
労
働
組
合
要
因
と
は
、
企
業

内
に
組
合
が
存
在
す
る
か
否
か
、
雇
用
者
が
組
合
に
加
入
し
て
い
る
か
否
か
、
組

織
率
（
組
合
員
数
／
従
業
員
数
）
の
水
準
は
ど
れ
く
ら
い
か
、
な
ど
を
指
す
。

日
本
で
は
組
合
要
因
が
必
ず
し
も
労
働
条
件
に
よ
い
影
響
を
与
え
て
い
な
い
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
指
摘
は
、
松
村
（

20
11
）「
共
働
き
夫
婦
の
生
活
・
仕
事
時
間

の
構
造
」（
名
古
屋
市
立
大
学
経
済
学
会
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー

N
o.

53
9）

で
も
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
関
す
る
詳
し
い
解
明
を
行
う
の
が
目
的
で
あ
る
。

４
研
究
経
過

 
本
研
究
で
は
、
労
働
条
件
と
し
て
労
働
時
間
を
取
り
上
げ
、
組
合
要
因
が
、
所

定
内
労
働
時
間
や
所
定
外
労
働
時
間
（
残
業
、
休
日
出
勤
）
の
長
さ
、
週
休
制
の

形
態
、
有
給
休
暇
取
得
率
な
ど
に
与
え
る
影
響
を
見
る
。
ま
た
、
組
合
加
入
の
意

志
、
組
合
へ
の
信
頼
度
と
労
働
条
件
と
の
関
係
も
見
る
。

 
質
問
票
を
作
成
し
、
業
者
に
委
託
し
て
、
首
都
圏
在
住
の

20
代
か
ら

50
代
ま

で
の
男
女
雇
用
者

40
0
名
に
対
し
て
、

20
13
年

1
月
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
業
者
よ
り
デ
ー
タ
、
単
純
集
計
結
果
を
受
け

取
り
、
ク
ロ
ス
集
計
に
よ
る
分
析
を
行
っ
た
。

５
研
究
成
果

 
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
正
社
員
比
率
が

9
割
に
達
し
、
サ
ン
プ
ル
に
偏
り
が
出

た
た
め
、
正
規
・
非
正
規
社
員
の
比
較
は
断
念
し
た
。

 
組
合
の
有
無
が
労
働
時
間
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
組
合
な
し
で
週
所
定

労
働
時
間

40
時
間
超
の
比
率
が
や
や
高
い
が
、
組
合
有
無
に
関
わ
ら
ず
大
き
な
差

が
な
い
。
組
合
な
し
の
方
が
残
業
時
間
が
短
い
傾
向
が
あ
る
。
組
合
あ
り
の
方
が

完
全
週
休

2
日
制
の
比
率
が
高
い
。
組
合
あ
り
の
方
が
有
給
休
暇
取
得
率

10
0％

の
比
率
が
高
く
、
全
般
的
に
取
得
率
は
組
合
あ
り
の
方
が
高
い
。

 
組
織
率
の
高
さ
が
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
組
織
率
の
高
い
方
が
所
定
時
間

が
長
い
。
残
業
で
は
組
織
率
の
高
さ
に
よ
る
違
い
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
完
全
週
休

2
日
制
で
は
、
組
織
率
が
高
い
方
が
や
や
比
率
が
高
い
。
有
給
取
得
率
で
は
、
組

織
率
が
高
い
と

10
0％
取
得
の
比
率
は
高
い
が
、
全
般
的
に
取
得
率
は
組
織
率
に

左
右
さ
れ
な
い
傾
向
が
あ
る
。

 
結
論
的
に
組
合
要
因
が
必
ず
し
も
労
働
時
間
に
よ
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
は

い
い
が
た
い
と
考
え
ら
れ
る
。
分
析
は
中
間
段
階
で
あ
り
、

20
13
年

6
月
に
最
終

的
な
成
果
に
仕
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。
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平
成
24
年
度
 
経
済
学
研
究
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
成
果
報
告
書

１
テ
ー
マ

大
都
市
財
政
と
臨
時
財
政
対
策
債

２
担
当
責
任
者

森
徹
（
経
済
学
研
究
科
教
授
）、
諏
訪
一
夫
（
経
済
学
研
究
科
特
任
教
授
）

３
研
究
内
容

 
地
方
交
付
税
の
一
部
振
替
措
置
と
し
て
平
成
13
年
度
以
降
導
入
さ
れ
て
い
る
臨
時
財
政
対
策
債

制
度
が
、
大
都
市
自
治
体
の
財
政
運
営
に
与
え
て
来
た
影
響
を
分
析
し
、
当
該
制
度
の
存
続
の
是

非
や
発
行
可
能
額
算
定
方
式
の
評
価
を
行
う
こ
と
を
研
究
の
目
的
と
す
る
。

 
分
析
の
対
象
と
し
て
は
、
主
に
名
古
屋
市
を
取
り
上
げ
、
普
通
地
方
交
付
税
の
不
交
付
団
体
・

交
付
団
体
の
境
界
線
上
に
あ
る
大
都
市
財
政
に
と
っ
て
の
臨
時
財
政
対
策
債
の
影
響
を
分
析
す

る
。

４
研
究
経
過

 
財
務
省
自
治
財
政
局
へ
の
問
合
せ
や
財
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
地
方
行
財
政
・
地
方
交
付
税
の

ペ
ー
ジ
上
で
の
資
料
収
集
と
、
総
務
省
関
係
者
に
よ
る
臨
時
財
政
対
策
債
発
行
可
能
額
の
算
定
方

式
に
関
す
る
解
説
、
臨
時
財
政
対
策
債
に
関
す
る
学
術
論
文
の
精
読
、
さ
ら
に
は
、
名
古
屋
市
財

政
局
資
金
課
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
日
本
地
方
財
政
学
会
で
の
津
hy
交
付
税
関
係
の
研
究
発
表
の
聴

講
等
に
よ
り
、
臨
時
財
政
対
策
債
発
行
か
能
楽
算
定
方
式
の
理
解
を
深
め
、
名
古
屋
市
に
お
け
る

発
行
実
績
の
把
握
に
努
め
て
、
こ
れ
ら
を
素
材
と
し
て
臨
時
財
政
対
策
債
が
大
都
市
自
治
体
の
財

政
運
営
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
察
し
た
。

５
研
究
成
果

 
各
地
方
自
治
体
の
臨
時
財
政
対
策
債
発
行
可
能
額
が
、
地
方
財
政
計
画
・
地
方
財
政
対
策
を
通

じ
て
マ
ク
ロ
的
に
決
定
さ
れ
る
臨
時
財
政
対
策
債
発
行
可
能
総
額
を
当
該
自
治
体
の
人
口
規
模
に

応
じ
て
按
分
し
た
額
に
算
定
す
る
「
人
口
基
礎
方
式
」（
平
成
21
年
度
ま
で
採
用
）
の
下
で
は
、

人
口
規
模
の
大
き
い
大
都
市
自
治
体
で
は
、
実
質
的
に
は
財
源
不
足
が
生
じ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
地
方
交
付
税
が
受
け
ら
れ
な
い
事
態
が
発
生
す
る
一
方
、
実
質
的
財
源
不
足
を
上
回
る
臨
時

財
政
対
策
債
を
発
行
す
る
「
規
律
に
欠
け
る
」
財
政
運
営
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
、
名
古
屋
市
は
そ
の
典
型
的
な
自
治
体
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

 
ま
た
、
平
成
22
年
度
よ
り
導
入
さ
れ
た
「
財
源
不
足
基
礎
方
式
」
で
は
、
各
地
方
自
治
体
の
臨

時
財
政
対
策
債
発
行
可
能
額
は
、
当
該
自
治
体
の
実
質
的
財
源
不
足
額
の
一
定
割
合
と
し
て
算
定

さ
れ
る
た
め
、
上
記
の
よ
う
な
問
題
は
避
け
ら
れ
る
が
、
財
政
力
指
数
が
比
較
的
高
い
大
都
市
自

治
体
に
つ
い
て
は
、
実
質
的
財
源
不
足
額
に
対
す
る
臨
時
財
政
対
策
債
発
行
可
能
額
の
割
合
が
非

常
に
高
く
設
定
さ
れ
る
た
め
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
に
伴
う
公
債
費
が
後
年
度
の
地
方
交
付

税
で
補
填
さ
れ
る
こ
と
は
期
待
し
難
く
、
地
域
住
民
の
将
来
負
担
を
増
大
さ
せ
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

 
こ
う
し
た
分
析
結
果
を
踏
ま
え
て
、
今
後
、
大
都
市
税
制
の
整
備
等
に
よ
り
臨
時
財
政
対
策
債

の
圧
縮
な
い
し
は
廃
止
の
方
向
を
探
る
と
と
も
に
、
大
都
市
自
治
体
に
お
い
て
も
臨
時
財
政
対
策

債
に
過
度
に
依
存
し
な
い
効
率
的
な
財
政
運
営
に
心
が
け
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

 
上
記
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
研
究
論
文
と
し
て
公
表
し
た
。

諏
訪
一
夫
・
森
徹
「
臨
時
財
政
対
策
債
と
大
都
市
自
治
体
の
財
政
運
営
－名
古
屋
市
に
お
け
る
発
行

を
事
例
と
し
て
－」
、『
地
方
財
務
』
70
0
号
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
20
12
年
10
月
、
47
-6
6
頁

平
成
24
年
度
 
経
済
学
研
究
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
成
果
報
告
書

１
テ
ー
マ

病
院
お
よ
び
企
業
の
経
営
改
善
の
た
め
の
新
業
績
評
価
指
標
の
開
発
 

２
担
当
責
任
者

星
野
優
太
（
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
）

３
研
究
内
容

本
研
究
の
主
な
目
的
は
、
病
院
お
よ
び
企
業
の
経
営
課
題
を
財
務
的
視
点
か
ら
検
討
し
、
と
く
に

病
院
で
は
医
療
の
質
と
コ
ス
ト
と
の
関
係
を
、
企
業
で
は
事
業
内
容
を
財
務
と
非
財
務
と
の
両
面
を

把
握
す
る
こ
と
で
経
営
改
革
に
つ
な
が
る
指
標
や
手
法
を
開
発
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
前
者

は
医
療
制
度
の
課
題
の
検
討
を
通
し
て
、
経
営
改
革
に
つ
な
が
る
手
法
を
提
案
す
る
。
後
者
は
、
企

業
の
運
転
資
本
管
理
の
側
面
か
ら
実
証
的
に
研
究
し
て
い
き
、
経
営
改
善
に
つ
な
が
る
新
た
な
評
価

指
標
(K
PI
)を
探
求
し
て
い
く
。
 

４
研
究
経
過

近
年
、
医
薬
分
業
や
診
療
報
酬
の
改
訂
な
ど
の
変
化
に
よ
り
、
病
院
経
営
を
取
り
巻
く
医
療
環
境

は
厳
し
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
結
果
、
病
院
の
医
療
の
質
と
コ
ス
ト
と
の
関
係
を
新
た
な
指
標

を
導
入
し
て
測
定
す
る
こ
と
は
、
病
院
経
営
を
改
善
す
る
有
用
な
手
法
と
な
る
。
他
方
、
企
業
に
と

っ
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
拡
大
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、

事
業
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
短
縮
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
有
用
な
運
転
資
本
管
理
の
た
め
の

評
価
指
標
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
は
、
企
業
の
経
営
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
 

５
研
究
成
果

 
本
研
究
で
は
、
高
齢
化
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
、
医
療
の
質
の
向
上
、
そ
れ
に
病
院
な
ど
医
療
機

関
の
経
営
の
効
率
化
、
と
い
う
３
つ
の
問
題
に
つ
い
て
そ
の
論
点
を
整
理
し
な
が
ら
、
検
討
を
加
え

た
。
医
療
経
済
の
問
題
は
、
限
ら
れ
た
資
源
を
ど
の
よ
う
に
効
率
的
に
配
分
し
、
誰
が
ど
の
よ
う
に

そ
の
た
め
の
コ
ス
ト
を
負
担
し
、
そ
し
て
で
き
る
限
り
公
平
に
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
か
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
 

 
医
療
の
質
と
効
率
と
い
う
こ
の
２
つ
の
指
標
は
と
き
に
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
の
関
係
に
あ
り
、
両
者

の
要
因
を
同
時
に
満
足
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。
そ
れ
は
、
医
療
機
関
の
経
営
効
率
も
基
本
は

投
入
に
対
す
る
産
出
で
測
る
点
は
同
様
だ
が
、
企
業
の
よ
う
に
収
益
性
や
効
率
性
だ
け
で
評
価
で
き

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
医
療
の
質
を
い
か
に
的
確
に
評
価
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

日
本
の
公
立
病
院
は
、
民
間
の
経
営
手
法
を
取
り
入
れ
思
い
切
っ
た
コ
ス
ト
削
減
を
実
行
し
つ
つ
あ

る
の
が
一
つ
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
達
成
を
図
る
た
め
に
バ
ラ
ン
ス
ト
・
ス

コ
ア
カ
ー
ド
(B
SC
)を
利
用
し
て
、
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
試
論
的
に
展
開
し
た
。

 
一
方
、
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め
に
事
業
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
短
縮
し
て
運
転
資

金
管
理
の
効
率
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
の
経
営
改
善
に
つ
な
が
る
新
た
な
評
価
指
標

(K
PI
)を
探
求
し
た
。
 

上
記
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
研
究
論
文
と
し
て
公
表
し
た
。

・
星
野
優
太
「
日
本
の
医
療
制
度
の
課
題
と
経
営
改
革
の
方
向
」『
国
際
地
域
経
済
研
究
』
第

14

号
、
名
古
屋
市
立
大
学
、
20
13
年
4
月
、
1-
16
頁

・
星
野
優
太
「
IF
RS
の
導
入
が
企
業
の
戦
略
と
業
績
測
定
に
及
ぼ
す
影
響
―
日
本
の
製
造
業
を
中

心
に
―
」『
オ
イ
コ
ノ
ミ
カ
』
第
49
巻
第
2
号
、
名
古
屋
市
立
大
学
、
20
13
年
3
月
、
5-
23
頁

・
星
野
優
太
・
足
立
直
樹
「
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
新
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
コ
ン
バ
ー
ジ

ョ
ン
・
サ
イ
ク
ル
―
リ
ー
ド
タ
イ
ム
短
縮
に
よ
る
資
本
効
率
の
改
善
―
」『
企
業
会
計
』
第
64
巻
第

2
号
、
20
13
年
2
月
、
11
8-
12
7
頁
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【
年
度
計
画

59
】 人
文
社
会
学
部
Ｅ
Ｓ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
会

趣
旨

 
平
成

25
年
度
か
ら
人
文
社
会
学
部
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
学
部
の
教
育
・
研
究
の
理
念
と
し
て
設
定
し
、
そ
れ
に

向
け
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
を
改
変
し
、
ま
た
教
員
間
で
の
持
続
可
能
な
地
域
社
会
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）

の
実
践
内
容
を
深
め
ま
た
共
有
す
る
た
め
に
「
人
文
社
会
学
部
Ｅ
Ｓ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
会
」
を
発
足

す
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
会
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
充
実
の
た
め
に
研
究
会
、
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

企
画
・
実
施
し
、
そ
の
成
果
を
公
表
す
る
準
備
を
行
う
。

構
成

 
代
表
：
寺
田
元
一
教
授
（
人
文
社
会
学
部
の
研
究
推
進
担
当
）

 
中
心
メ
ン
バ
ー
：
別
所
良
美
教
授
（
学
部
長
・
研
究
科
長
）

 
 
 
 
 
 
 
 
藤
田
英
史
教
授
（
前
学
部
長
・
研
究
科
長
）

 
 
 
 
 
 
 
 
山
田
明
教
授
（
元
学
部
長
・
研
究
科
長
）

 
 
 
 
 
 
 
 
吉
田
一
彦
教
授
（
元
学
部
長
・
研
究
科
長
、
理
事
補
佐
）

 
 
 
 
 
 
 
 
阪
井
芳
貴
教
授
（
人
間
文
化
研
究
所
所
長
）

 
 
 
 
 
 
 
 
成
久
美
准
教
授
（
教
育
学
）

 
 
 
 
 
 
 
 
基
礎
科
目
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
科
目
）
担
当
教
員

 
 
 
 
 
 
 
 
そ
の
他
教
員

平
成
24
年
度
実
績

第
1
回
 
人
文
社
会
学
部
ES
D
研
究
会
 

20
12
年

7
月
３
日
午
後

4
時
～

6
時
 
人
文
社
会
学
部
棟
１

F 
大
会
議
室

 
本
学
部
の
阪
井
芳
貴
教
授
と
芸
術
工
学
部
学
部
長
の
鈴
木
賢
一
教
授
の
講
演
と
質
疑
。
教
員
参
加
者
数
 

30
名
弱
。

1
時
間
半
ほ
ど
の
講
演
の
後
、

30
分
ほ
ど
の
質
疑
応
答
。

ES
D
を
理
念
と
す
る
新
学
部
に
向
け

て
、

ES
D
に
基
づ
く
研
究
教
育
の
今
後
の
展
開
の
第
一
歩
と
な
っ
た
。

 
阪
井
教
授
は
「
名
古
屋
市
立
大
学

ES
D
研
究
会
の
あ
し
ど
り
」
と
題
し
て
、

20
07
年

4
月
の
発
足
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
名
古
屋
市
立
大
学

ES
D
研
究
会
の
歴
史
を
回
顧
し
て
い
た
だ
い
た
。

鈴
木
教
授
に
は
「

ES
D
と
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
建
築
家
と
し
て
先
生
が
関
わ
っ
て

き
た
（
い
る
）
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、

PP
T
資
料
を
使
っ
て
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。

第
２
回
 
人
文
社
会
学
部
ES
D
研
究
会

対
 
象
：

人
文
社
会
学
部
の
教
員
を
中
心
と
す
る
本
学
教
員

実
施
日
時
：

 
11
月

20
日
（
火
）

15
：

00
～

16
：

30
実
施
場
所
：

１
号
館
１
階
 

10
3
会
議
室

講
 
師
：

高
山
 
進
教
授
（
三
重
大
学
大
学
院
生
物
資
源
学
研
究
科
）

 
 
 
 
 
「

ES
D
を
理
念
に
し
た
シ
ラ
バ
ス
、
授
業
計
画
作
成
に
向
け
て
」

第
３
回
 
ES
D
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

20
12
年

12
月

13
日
。
人
文
社
会
学
部
応
接
室

議
題

１
．
教
育
か
ら
研
究
へ
：

ES
D
を
研
究
へ
と
つ
な
げ
る

２
．

2
月

5
日
「

ES
D
と
大
学
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
向
け
て

第
４
回
 
ES
D
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

20
13
年

1
月

24
日
 
人
文
社
会
学
部
応
接
室

議
題
：
 

ES
D
基
礎
科
目
の
シ
ラ
バ
ス
作
成
に
向
け
て
、
文
言
な
ど
最
終
調
整

第
５
回
 
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
大
学
」

 
 

20
13
年

2
月

5
日
 
人
文
社
会
学
部
２
０
１
講
義
室

 
 
詳
細
は
案
内
チ
ラ
シ
を
参
照

第
６
回
 
研
究
推
進
担
当
者
会
議
ブ̶
ッ
ク
レ
ッ
ト
『
ES
D
と
大
学
』
編
集
の
た
め
に
̶

20
13
年

3
月

20
日
 
人
文
社
会
学
部
応
接
室

 
 
議
題
：
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
編
集
準
備
態
勢
お
よ
び
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
構
成
に
つ
い
て

以
上
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2
01
2
年
度
  名
古
屋
市
立
大
学
  人
文
社
会
学
部
  シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

E
S
D
あ
い
ち
・
な
ご
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業

新
た
な
地
域
連
携
型
教
育
の
多
様
な
可
能
性
を
求
め
て

名
古
屋
市
立
大
学
人
文
社
会
学
部
は
、2
01
3年
度
よ
り
ES
Dを
教
育
研
究
の
柱
と
す
る
学
部
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。私
た
ち
は
ES
D

を「
豊
か
で
人
間
ら
し
い
生
き
方
の
た
め
の
持
続
可
能
な
地
域
社
会
と
地
球
社
会
を
つ
く
る
た
め
の
教
育
」と
考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
こ

れ
を
機
に
、今
ま
で
に
も
増
し
て
、地
域
・
地
球
社
会
か
ら
問
題
を
汲
み
取
り
、学
生
や
地
域
の
み
な
さ
ん
と
体
験
／
対
話
／
協
働
し
な
が

ら
進
め
る
教
育
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
切
望
し
ま
す
。

さ
ら
に
20
14
年
秋
に
は
、「
国
連
ES
D
の
10
年
」の
最
終
年
会
合
が
名
古
屋
・
愛
知
で
開
催
さ
れ
ま
す
。世
界
的
に
も
現
在「
持
続
可
能

な
社
会
づ
く
り
の
担
い
手
を
育
む
教
育
」が
求
め
ら
れ
、そ
の
成
功
に
向
け
て
私
た
ち
の
学
部
も
今
さ
さ
や
か
な
、し
か
し
責
任
あ
る
一
歩

を
市
民
・
県
民
の
み
な
さ
ん
と
踏
み
出
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
日
本
の
ES
Dを
リ
ー
ド
す
る
立
教
大
学
ES
D
研
究
所
所
長
の
阿
部
治
教
授
、中
部
ES
D
拠
点
の
運
営
委
員
長
で

あ
る
名
古
屋
大
学
の
竹
内
恒
夫
教
授
に
も
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
い
た
だ
き
、地
域
連
携
を
さ
ら
に
広
げ
深
め
る
方
向
で
、大
学
に
お

け
る
ES
D
の
多
様
な
可
能
性
を
、み
な
さ
ん
と
探
っ
て
い
き
ま
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト
：

連
携
協
力
 : 
ES
D
ユ
ネ
ス
コ
世
界
会
議
あ
い
ち
・
な
ご
や
支
援
実
行
委
員
会

会
場
：
名
古
屋
市
立
大
学
  滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス
1号
館
 2
01
教
室
 （裏

面
の
地
図
参
照
）　

2月
5日

   
  
14
：
00
～
17
：
30

20
13
年
　

日
時
：
　

火

阿
部
  治
 氏
 
（
立
教
大
学
教
授
  立
教
大
学
ES
D
研
究
所
所
長
）

竹
内
  恒
夫
 氏
 （名
古
屋
大
学
環
境
学
研
究
科
教
授
）

別
所
  良
美
 氏
 （名
古
屋
市
立
大
学
人
文
社
会
学
部
教
授
  学
部
長
）

成
  玖
美
 氏
 
（
名
古
屋
市
立
大
学
人
文
社
会
学
部
准
教
授
）

あ
た
り

ES
D
と
大
学

竹
内
 恒
夫
 氏

阿
部
 治
 氏

19
55
年
生
ま
れ
。専
門
は
環
境
教
育
/E
SD
。

立
教
大
学
社
会
学
部
教
授
、立
教
大
学
ES
D

研
究
所
所
長
。日
本
環
境
教
育
学
会
長
、持
続

可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
の
10
年
推
進
会

議
代
表
理
事
な
ど
。

19
54
年
生
ま
れ
。専
門
は
環
境
政
策
論
/E
SD
。

名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
教
授
。中

部
ES
D
拠
点
運
営
委
員
長
、な
ご
や
環
境
大
学

実
行
委
員
な
ど
。

主
催
・
問
合
せ
先
 : 
名
古
屋
市
立
大
学
 人
文
社
会
学
部
  

〒
46
7-
85
01
 名
古
屋
市
瑞
穂
区
瑞
穂
町
山
の
畑
１
 

TE
L・
FA
X
 : 
05
2-
87
2-
58
08
　
E-
M
ai
l :
 e
sd
@
hu
m
.n
ag
oy
a-
cu
.a
c.
jp
　

ど
な
た
で
も

ご
自
由
に
参
加
く
だ
さ
い

入
場
無
料

事
前
申
し
込
み
不
要
 

先
着
 2
00
名

●
 名
古
屋
駅
か
ら
桜
山
駅
ま
で
の
経
路
図
　

●
 桜
山
駅
か
ら
滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
の
地
図

会
場
へ
の
行
き
方

地
下
鉄
桜
通
線
桜
山
駅
下
車
10
分

地
下
鉄
　

桜
通
線「
桜
山
」駅
下
車
　
　
　
　

　
　
　
　
出
口
か
ら
徒
歩
12
分

市
バ
ス
　

金
山
駅
金
山
⑦
の
り
ば
よ
り

金
山
11
・
12
・
16「
滝
子
」下
車

金
山
駅
金
山
⑧
の
り
ば
よ
り

金
山
14「
滝
子
」下
車

〒
46
7-
85
01
 

名
古
屋
市
瑞
穂
区
瑞
穂
町
山
の
畑
１
 

TE
L 
05
2-
87
2-
57
02

2
01
2
年
度
  名
古
屋
市
立
大
学
  人
文
社
会
学
部
  シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

新
た
な
地
域
連
携
型
教
育
の

多
様
な
可
能
性
を
求
め
て

ES
D
と
大
学

会
場
：
名
古
屋
市
立
大
学
  

   
   
   
  滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス
1号
館
 2
01
教
室
 

2月
5日

   
  

14
：
00
～

17
：
30

20
13
年
　

日
時
：
　

火
生
涯
発
達
発
達

発
達

生
涯
発
達

W
el
l-
b
ei
n
g

次
世
代
育
成

都
市
と

地
域
社
会

福
祉
と
人
権グ
ロ
ー
バ
ル
な

共
生

協
働
と

社
会
構
想人
の
多
様
性

言
語

コミ
ュニ
ケー
ショ
ン

異
文
化
・

自
文
化
理
解

bbbbbb

心理
教育
学

科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
際文
化学

科

現
代
社
会
学
科

名
古
屋
市
立
大
学

人
文
社
会
学
部
ES
D

金
山

JR 東 海 道 新 幹 線

地
下
鉄
鶴
舞
線

久
屋
大
通

伏
見

丸
の
内

大
曽
根

名
鉄
瀬
戸
線

千
種

名
鉄

地 下 鉄 桜 通 線 御
器
所

桜
山

地
下
鉄
東
山
線

今
池

上
前
津

鶴
舞

滝
子
(山
の
畑
)

キ
ャ
ン
パ
ス

地下鉄名城線

栄

名 古 屋
5
6
7

地 下 鉄 桜 通 線

N

卍

卍

シ
ー
テ
ッ
ク ユ
ー
ス
ト
ア

県
営

中
山
住
宅

み
ず
ほ
が
丘
幼

ア
オ
キ

信
正
寺

金
竜
寺

北
門

向
陽
高
校

永
金
荘

飯
田
病
院

法
務
局

滝
子

中
山
町

洲
雲
町

滝
子

広
見
町

高
田
町

桜
山
中
学

名
古
屋
市

博
物
館

桜
山
3

桜
山

滝
子

広
見
町

瑞
穂
通
1

市
大
病
院
前

博
物
館
前

正 門

西 門

5

67

名
市
大

滝
子
(山
の
畑
)

キ
ャ
ン
パ
ス

名
市
大

医
学
部

名
市
大

病
院

〒
G

JR
東海
道
本線

55
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【年度計画61】

受託研究 教授　溝口正人 安城市

歴史的建造物緊急調査
－安城市内において、開発により失われ
ていく近代を中心とする歴史的建築物及
び構造物について、実績調査を行い、図
面化し、文化財を活かしたまちづくりをす
る上での基礎資料とする。－

H24.4.13 735,000

受託研究 教授　溝口正人 美濃加茂市
旧伊深村役場（美濃加茂市）実測等調査
研究

H24.6.8 200,000

受託研究 教授　溝口正人 大垣市
赤坂清水家住宅建造物調査及び基本設
計

H24.6.18 500,000

受託研究 教授　溝口正人 大垣市 赤坂まちづくり調査 H25.2.27 500,000

受託研究 教授　溝口正人 名古屋市住宅都市局
有松地区における町並み保存対策調査
（建物調査）

H24.7.20 2,394,000

受託研究
准教授　原田昌
幸

トーソー株式会社 自動制御ブラインド H24.6.1 1,500,000

受託研究 教授　青木孝義 （独）国立文化財機構
ブータン王国の伝統的建造物保存に関す
る拠点交流事業にかかる解析モデルの作
成、構造基礎解析、常時微動解析の実施

H24.7.4 600,000

受託研究 教授　横山清子 （株）長崎堂
新商品開発
（食べきりサイズ商品、お土産用ラスクの
パッケージ開発）

H24.9.3 350,000

受託研究 教授　横山清子 （独）科学技術振興機構 グリップのユニバーサルデザイン化のた
めの表面形状の最適設計

H24.11.1 1,102,000

共同研究 教授　横山清子 テイ・エス テック（株）
自動車運転時の覚醒維持・向上手法
に関する研究

H24.4.1 1,840,000

共同研究 准教授　尹　奎
英

東邦ガス（株）
暖房使用時の居住環境に関する調査
（医学部と共同実施）

H24.10.1 440,000

10,161,000

受託・共同研究実績（平成24年度）
履行開始 契約金額区分 分野・研究担当者 共同研究・委託者 研究題目
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【
年
度
計
画
6
9
】

63



人
数

学
外

講
師
数

(内
数
）

医
学
研
究
科

《
第
1
講
座
》

名
古
屋
市
立
大
学
が
市
民
に
提
供
で
き
る
最
新
医
療
（
3
講
演
）

1
8
0

1
1
3
1

9
6

9
6

3
0

5
0
0
平
成
2
4
年
1
0
月
2
７
日
（
土
）
　
1
3
:0
0
～
1
7
:0
0

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス

医
学
部
研
究
棟
　
１
１
階
講
義
室
Ａ

薬
学
研
究
科

《
第
2
講
座
》

く
す
り
を
安
心
し
て
使
用
す
る
た
め
に
（
3
講
演
）

1
0
0

1
4
1
1

1
0
4

1
0
4

3
0

5
0
0
平
成
2
4
年
1
1
月
2
4
日
（
土
）
　
1
3
:0
0
～
1
6
:2
0

田
辺
通
キ
ャ
ン
パ
ス

薬
学
部
薬
友
会
館
3
階
　
水
野
ホ
ー
ル

経
済
学
研
究
科

《
第
3
講
座
》

日
本
経
済
の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
～
自
然
災
害
お
よ
び
働
き
方
の
観
点
よ
り
～
（
2
講
演
）

1
0
0

6
3
1

5
1

5
1

2
0

5
0
0
平
成
2
4
年
1
1
月
3
日
（
土
）
　
1
3
:0
0
～
1
5
:0
0

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス

３
号
館
　
１
０
１
教
室

《
第
4
講
座
》

映
像
や
読
書
か
ら
異
文
化
を
学
ぶ

《
第
4
A
講
座
》

「
映
像
で
楽
し
む
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
」

8
0

5
2
1

4
2

4
2

1
0

5
0
0
平
成
2
4
年
1
0
月
6
日
（
土
）
　
1
0
:0
0
～
1
1
:3
0

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス

１
号
館
　
２
０
３
教
室

《
第
4
B
講
座
》

「
ド
イ
ツ
詩
の
楽
し
み
 ～
ロ
ー
レ
ラ
イ
訳
詩
と
ド
イ
ツ
詩
の
翻
訳
を
め
ぐ
っ
て
～
」

8
0

2
9
1

2
0

2
0

1
0

5
0
0
平
成
2
4
年
1
0
月
2
0
日
（
土
）
　
1
0
:0
0
～
1
1
:3
0

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス

１
号
館
　
２
０
３
教
室

芸
術
工
学
研
究
科

《
第
5
講
座
》

建
築
の
形
、
都
市
の
形
（
2
講
演
）

6
0

3
9
1

2
9

2
9

2
0

5
0
0
平
成
2
4
年
1
0
月
1
3
日
（
土
）
　
1
3
:0
0
～
1
6
:0
0

北
千
種
キ
ャ
ン
パ
ス

芸
術
工
学
棟
M
１
０
１
教
室

看
護
学
部

《
第
6
講
座
》

知
っ
て
お
き
た
い
救
急
医
療
の
現
状
と
正
し
い
応
急
処
置
（
3
講
演
）

8
0

8
7
1

6
3

6
3

3
0

5
0
0
平
成
2
4
年
1
1
月
1
7
日
（
土
）
　
1
3
:0
0
～
1
5
:0
0

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス

看
護
学
部
棟
　
３
０
８
講
義
室

シ
ス
テ
ム
自
然
科
学
研
究
科

《
第
7
講
座
》

「
医
療
福
祉
制
度
」
の
崩
壊
に
備
え
る
！

1
8
0

1
1
0
1

1
0
2

1
0
2

1
0

5
0
0
平
成
2
4
年
1
0
月
6
日
（
土
）
　
1
3
:3
0
～
1
5
:3
0

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス

病
院
・
病
棟
・
中
央
診
療
棟
3
階
　
大
ホ
ー
ル

１
学
部
+
６
研
究
科

の
べ
９
講
座
　
小
計

8
6
0

6
3
4
8

5
0
7

5
0
7

1
6

0
－

第
1
期
：
生
活
と
毒
性
学
の
関
わ
り
-
毒
を
知
っ
て
安
心
・
安
全
な
生
活

8
0

8
1
8

5
5
4

7
8

8
3
8
,0
0
0
平
成
2
4
年
6
月
1
日
～
7
月
2
0
日

毎
週
金
曜
日
　
1
8
:3
0
～
2
0
:0
0

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス

医
学
部
研
究
棟
　
1
1
階
講
義
室
Ａ

第
2
期
：
小
児
医
療
の
最
先
端

8
0

4
5
8

2
9
7

4
2

8
0
8
,0
0
0
平
成
2
4
年
9
月
7
日
～
1
0
月
2
6
日

毎
週
金
曜
日
　
1
8
:3
0
～
2
0
:0
0

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス

医
学
部
研
究
棟
　
1
1
階
講
義
室
Ａ

第
3
期
：
感
覚
受
容
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
感
覚
器
障
害

8
0

9
3
8

5
6
1

8
6

8
0
8
,0
0
0
平
成
2
4
年
1
1
月
9
日
 
平
成
2
5
年
1
月
1
8
日

毎
週
金
曜
日
　
1
8
:3
0
～
2
0
:0
0

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス

医
学
部
研
究
棟
　
1
1
階
講
義
室
Ａ

人
間
文
化
研
究
科

H
u
m
an
＆
S
o
c
ia
lサ
イ
エ
ン
ス
・
カ
フ
ェ

3
0

2
8
2
8

3
9
4

3
9
4

8
0
1
,0
0
0
平
成
2
4
年
4
月
1
5
日
～
平
成
2
5
年
3
月
2
3
日
月
1
回

（
1
1
・
1
月
を
除
く
）
土
ま
た
は
日
　
1
5
：
0
0
～
1
7
：
0
0

サ
ク
ラ
サ
イ
ド
テ
ラ
ス

人
間
文
化
研
究
科

マ
ン
デ
ー
サ
ロ
ン

－
1
6
6
6

2
1
5

2
1
5

6
4

0
平
成
2
4
年
6
月
1
8
日
～
平
成
2
5
年
2
月
1
8
日

月
1
回
（
4
,5
,8
,9
,3
月
除
く
）
月
　
1
6
:3
0
～

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
館
１
階
会
議
室

シ
ス
テ
ム
自
然
科
学
研
究
科

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
　
イ
ン
　
名
古
屋

4
0

4
8
6
1
1

4
0
9

4
0
9

8
3

6
0
0
平
成
2
4
年
4
月
2
0
日
（
金
）
～
平
成
2
5
年
3
月
1
5
日
（
金
）
1
8
:0
0
～
2
0
:0
0

※
毎
月
1
回
だ
が
、
2
月
は
開
催
な
し

ナ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
7
階

７
th
c
af
e
(セ
ブ
ン
ス
カ
フ
ェ
）

公
開
講
演
会

「
在
宅
看
護
～
こ
の
町
で
健
や
か
に
暮
ら
し
、
安
ら
か
に
逝
く
た
め
に
～
」

3
0
0

1
8
3
1

1
8
7

1
8
7

1
1

0
平
成
2
4
年
1
1
月
1
4
日
（
水
）
1
8
:3
0
～
2
0
:2
0

名
古
屋
市
立
大
学
附
属
病
院
ホ
ー
ル

(病
棟
･中
央
診
療
棟
3
階
）

1
.看
護
研
究
い
ろ
は
の
「
い
」

4
0

2
5
3

5
7

2
3

1
0
2
,0
0
0
平
成
2
4
年
9
月
5
日
、
9
月
1
9
日
、
9
月
2
6
日
　
水
曜
日

1
8
:3
0
～
2
0
:3
0

2
.看
護
研
究
い
ろ
は
の
「
ろ
」
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い

2
4

2
6
3

6
8

2
2

1
0
2
,0
0
0
平
成
2
4
年
1
0
月
1
7
日
、
1
0
月
3
1
日
、
1
1
月
7
日

水
曜
日
　
1
8
:3
0
～
2
0
:3
0

3
.呼
吸
管
理
の
基
礎
と
実
態

3
0

1
6
3

2
7

1
2

1
0
2
,0
0
0
平
成
2
4
年
1
1
月
1
5
日
、
1
1
月
2
9
日
、
1
2
月
1
3
日

木
曜
日
　
1
8
:3
0
～
2
0
:3
0

（
科
目
№
1
2
-
1
0
1
）
チ
ー
ム
医
療
に
必
要
な
基
礎
体
力
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
復
帰
に
不
安
を
抱
え
る
あ
な
た
に
－

3
0

1
8
1
5

2
0
4

1
8

1
5

0
1
0
,0
0
0
平
成
2
4
年
4
月
1
0
日
～
7
月
3
1
日

毎
週
火
曜
日
　
1
8
：
3
0
～
2
0
：
0
0

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス

医
学
部
研
究
棟
　
1
1
階
講
義
室
B

及
び
臨
床
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
-

（
科
目
№
1
2
-
1
0
2
）
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
治
療
　
U
p 
to
 d
at
e

6
0

4
6
1
5

4
9
1

4
6

1
5

1
1
0
,0
0
0
平
成
2
4
年
4
月
1
1
日
～
7
月
2
5
日

毎
週
水
曜
日
　
1
8
：
3
0
～
2
0
：
0
0

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス

医
学
部
研
究
棟
　
1
1
階
講
義
室
A

（
科
目
№
1
2
-
1
0
3
）
2
1
世
紀
の
が
ん
診
療
：
高
度
化
す
る
チ
ー
ム
医
療
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
門
医
療
の
実
践
の
た
め
に
 （
ア
ド
バ
ン
ス
ト
コ
ー
ス
）

6
0

3
9
1
5

3
2
9

3
9

1
5

1
1
0
,0
0
0
平
成
2
4
年
4
月
1
2
日
～
7
月
2
6
日

毎
週
木
曜
日
　
1
8
：
3
0
～
2
0
：
0
0

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス

医
学
部
研
究
棟
　
1
1
階
講
義
室
A

（
科
目
№
1
2
-
2
0
1
）
発
達
障
害
を
学
ぶ
：
医
学
的
理
解
か
ら
教
育
／
養
育
へ

6
0

8
4
1
5

9
0
8

8
0

1
8

1
0
1
0
,0
0
0
平
成
2
4
年
9
月
4
日
～
平
成
2
4
年
1
2
月
1
1
日

毎
週
火
曜
日
1
8
：
3
0
～
2
0
：
0
0

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス

医
学
部
研
究
棟
　
1
1
階
講
義
室
A

（
科
目
№
1
2
-
2
0
2
）
画
像
診
断
・
放
射
線
治
療
を
学
ぶ

6
0

5
9
1
5

5
9
5

5
6

1
5

1
1
0
,0
0
0
平
成
2
4
年
9
月
5
日
～
平
成
2
4
年
1
2
月
1
2
日

毎
週
水
曜
日
1
8
：
3
0
～
2
0
：
0
0

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス

医
学
部
研
究
棟
　
1
1
階
講
義
室
A

（
科
目
№
1
2
-
2
0
3
）
B
ir
th
 T
o
u
r 
2
0
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 －
 安
全
な
お
産
を
目
指
し
て
（
ア
ド
バ
ン
ス
ト
コ
ー
ス
）

3
0

3
4
1
5

3
2
1

3
3

1
8

1
1
0
,0
0
0
平
成
2
4
年
9
月
6
日
～
平
成
2
4
年
1
2
月
1
3
日

毎
週
木
曜
日
1
8
：
3
0
～
2
0
：
0
0

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス
　
病
院
西
棟

臨
床
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

東
海
薬
剤
師

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座

薬
学
研
究
科

東
海
薬
剤
師
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座
・
講
義
コ
ー
ス

1
0
0

5
8
9

3
5
0

5
8

9
7
8
,0
0
0
平
成
2
4
年
5
月
2
3
日
、
6
月
1
3
日
、
7
月
1
1
日
、
8
月
8
日
、
9
月
1
2
日
、

1
0
月
1
0
日
、
1
1
月
1
4
日
、
1
2
月
1
2
日
、

平
成
2
4
年
1
月
9
日
　
水
曜
日
　
2
0
：
0
0
～
2
1
：
3
0

田
辺
通
キ
ャ
ン
パ
ス

薬
学
部
薬
友
会
館
3
階
　
水
野
ホ
ー
ル

　
平
成
2
4
年
度
市
民
公
開
講
座
等
一
覧
（
平
成
2
5
年
3
月
3
1
日
現
在
）

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス

看
護
学
部
棟
内

医
療
・
保
健
　
学
び
な
お
し
講
座

医
学
研
究
科

受
講
者
数

開
　
　
催
　
　
日

開
　
催
　
場
　
所

市
民
公
開
講
座

人
間
文
化
研
究
科

講
　
　
師
　
　
数

受
講
料

応
募
者
数

日 数
延
べ

受
講
者
数

サ
イ
エ
ン
ス
・
カ
フ
ェ
等

な
ご
や
看
護
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

看
護
学
部

【
年
度
計
画
7
4
】 内
　
　
　
容

学
部
・
研
究
科

講
　
　
座
　
　
名

定
員

健
康
科
学
講
座

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

医
学
研
究
科

64



人
数

学
外

講
師
数

(内
数
）

受
講
者
数

開
　
　
催
　
　
日

開
　
催
　
場
　
所

講
　
　
師
　
　
数

受
講
料

応
募
者
数

日 数
延
べ

受
講
者
数

内
　
　
　
容

学
部
・
研
究
科

講
　
　
座
　
　
名

定
員

チ
ー
ム
医
療
に
貢
献
す
る

薬
局
薬
剤
師
の
養
成
講
座

薬
学
研
究
科

名
市
大
チ
ー
ム
医
療
に
貢
献
す
る
薬
局
薬
剤
師
養
成
研
修

4
0

5
8
2
0

6
9
4

5
0

3
9

1
4

0

平
成
2
4
年
5
月
2
0
日
、
5
月
2
7
日
、
6
月
9
日
、
6
月
1
6
日
、

7
月
1
日
、
7
月
2
9
日
、
8
月
4
日
、
8
月
1
9
日
、
8
月
2
5
日
、

9
月
1
日
、
9
月
1
5
日
、
9
月
2
3
日
、
1
0
月
1
3
日
、
1
0
月
2
0
日
、

1
1
月
1
7
日
、
1
1
月
1
8
日
、
1
1
月
2
5
日
、
1
2
月
8
日
、
1
2
月
1
5
日

（
1
月
、
2
月
は
未
定
）

土
曜
日
：
1
5
時
～
1
9
時
、
日
曜
祝
日
：
1
3
時
～
1
7
時

田
辺
通
キ
ャ
ン
パ
ス
　
薬
学
部
実
習
棟

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス
　
病
院
西
棟

臨
床
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

薬
学
部
卒
後
教
育
講
座

薬
学
研
究
科

「
サ
イ
コ
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
：
が
ん
医
療
に
お
け
る
こ
こ
ろ
の
医
学
」
ほ
か

2
5
0

2
0
3
3

4
5
1

2
0
3

6
3
5
,0
0
0
平
成
2
4
年
9
月
3
0
日
（
日
）
、
1
0
月
2
1
日
（
日
）
、

1
1
月
1
1
日
（
日
）
 9
:3
0
～
1
1
:0
0
、
1
1
:2
0
～
1
2
:5
0

田
辺
通
キ
ャ
ン
パ
ス
　
図
書
館
講
堂

前
期
：
「
国
際
経
済
学
Ⅰ
」

3
0

1
1
1
1
4

3
6
0

2
9

1
0

0
平
成
2
4
年
4
月
1
6
日
～
7
月
2
5
日

毎
週
月
曜
日
(7
/
2
5
の
み
水
曜
)　
1
4
:4
0
～
1
6
:1
0

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス

3
号
館
　
2
0
1
教
室

後
期
：
「
決
定
と
知
識
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

3
0

4
3
1
4

2
2
3

2
9

1
0

0
平
成
2
4
 年
9
月
2
8
日
～
平
成
2
4
年
1
月
1
8
日

毎
週
金
曜
日
（
1
2
/
2
8
,1
/
4
を
除
く
)全
1
4
回
9
:0
0
～
1
0
:3
0

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス

3
号
館
　
1
0
1
教
室

前
期
：
「
政
治
学
」

3
0

1
1
7
1
5

4
0
2

3
0

1
0

0
平
成
2
4
年
4
月
1
6
日
～
7
月
2
5
日

毎
週
月
曜
日
（
7
/
2
5
の
み
水
曜
日
）
　
1
3
:0
0
～
1
4
:3
0

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス

2
号
館
　
4
0
4
教
室

後
期
：
「
ア
メ
リ
カ
政
治
史
」

2
0

5
6
1
5

4
5
4

3
5

1
0

0
平
成
2
4
年
9
月
2
5
日
～
平
成
2
5
年
1
月
1
5
日

毎
週
火
曜
日
 1
0
:4
0
～
1
2
:1
0

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス

1
号
館
　
2
0
3
教
室

後
期
：
「
総
合
科
目
・
名
古
屋
と
観
光
」

2
0

2
9
1
5

2
4
4

2
1

7
2

0
平
成
2
4
年
9
月
2
8
日
～
平
成
2
5
年
1
月
2
2
日

毎
週
金
曜
日
 （
1
/
2
2
の
み
火
曜
日
）
1
3
:0
0
～
1
4
:3
0

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス

1
号
館
　
2
0
1
教
室

前
期
：
「
ア
ー
バ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
論
」

3
0

2
4
1
5

2
7
8

2
4

1
0

0
平
成
2
4
年
4
月
1
1
日
～
7
月
1
8
日

毎
週
水
曜
日
　
9
:0
0
～
1
0
:3
0

北
千
種
キ
ャ
ン
パ
ス

芸
術
工
学
棟
M
1
0
1
教
室

後
期
：
「
感
性
価
値
論
」

1
0

2
1
1
5

1
1
2

1
0

1
0

0
平
成
2
4
年
9
月
2
7
日
平
成
2
5
年
1
月
1
7
日

毎
週
木
曜
日
　
9
:0
0
～
1
0
：
3
0

北
千
種
キ
ャ
ン
パ
ス

芸
術
工
学
棟
M
1
0
1
教
室

看
護
学
部

後
期
：
「
看
護
学
概
論
Ⅱ
」

5
2
7

1
3

2
1

0
3
,0
0
0
平
成
2
4
年
1
1
月
2
7
日
～
平
成
2
5
年
1
月
2
2
日

毎
週
火
曜
日
（
1
2
/
2
5
,1
/
1
を
除
く
全
7
回
）
1
0
:4
0
～
1
2
：
1
0

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス

看
護
学
部
棟
3
0
8
講
義
室

経
済
学
研
究
科

・
附
属
経
済
研
究
所

第
1
7
回
 公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
2
1
世
紀
の
名
古
屋
市
を
展
望
す
る
」

3
0
0

3
1
8
1

3
5
7

3
5
7

5
1

0
平
成
2
4
年
1
1
月
9
日
（
金
）
　
1
4
：
0
0
～
1
7
：
0
0

名
古
屋
市
立
大
学
附
属
病
院
ホ
ー
ル

(病
棟
･中
央
診
療
棟
3
階
）

人
間
文
化
研
究
科
・

人
間
文
化
研
究
所

公
開
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
「
近
代
」
の
文
化
財
〈
産
業
遺
産
〉
の
保
存
と
継
承
」

2
0
0

6
8
1

6
8

6
8

4
3

0
平
成
2
4
年
1
1
月
2
4
日
(土
)　
1
3
：
3
0
～
1
7
：
0
0

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
1
号
館
　
2
0
1
教
室

人
間
文
化
研
究
科

人
文
社
会
学
部
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
大
学
　
～
新
た
な
地
域
連
携
型
教
育
の
多
様
な
可
能
性
を
求
め
て
～

2
0
0

2
0
0
1

1
2
4

1
2
4

4
2

0
平
成
2
5
年
2
月
5
日
（
火
）
1
4
：
0
0
～
1
7
：
3
0

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
１
号
館
　
2
0
1
教
室

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

人
文
社
会
学
部

・
名
古
屋
市
博
物
館
連
携

名
古
屋
市
博
物
館
×
名
古
屋
市
立
大
学
×
九
州
国
立
博
物
館

 「
Ｏ
Ｓ
Ｕ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

－
2
4
5
1

2
4
5

2
4
5

2
0

0
平
成
2
4
年
1
2
月
2
4
日
(月
）
　
1
0
:0
0
～
1
5
:０
0

名
古
屋
市
博
物
館
　
展
示
説
明
室

春
の
薬
草
園
の
市
民
公
開

7
5

2
8
1
2

1
5
5

1
5
5

2
0

5
0
0
平
成
2
3
年
5
月
1
1
日
（
金
）
・
1
2
日
（
土
）
1
0
:0
0
～
1
2
:0
0

秋
の
薬
草
園
の
市
民
公
開

7
5

1
8
8
2

1
4
4

1
4
4

2
0

5
0
0
平
成
2
4
年
1
0
月
1
2
日
（
金
）
・
1
3
日
（
土
）
1
0
:3
0
～
1
2
:0
0

名
古
屋
工
業
大
学
共
催

経
営
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

経
済
学
研
究
科

・
附
属
経
済
研
究
所

「
こ
れ
か
ら
の
技
術
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

1
5
0

9
6
1

9
6

9
6

3
1

0
平
成
2
4
年
1
1
月
1
4
日
（
火
）
1
3
:3
0
～
1
7
:0
0

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
1
号
館
　
2
0
1
教
室

第
1
回
　
「
ユ
ー
ロ
危
機
と
日
本
経
済
」

4
0

4
0
1

4
0

4
0

2
1

0
平
成
2
4
年
1
2
月
7
日
（
金
）
1
7
:0
0
～
1
8
:3
0

名
古
屋
商
工
会
議
所

第
5
会
議
室
（
３
Ｆ
）

第
2
回
　
「
Ｅ
Ｕ
経
済
の
ゆ
く
え
」

1
0
0

6
0
1

7
0

7
0

6
5

0
平
成
2
5
年
3
月
2
1
日
（
木
）
1
4
:0
0
～
1
6
:0
0

あ
い
ち
国
際
プ
ラ
ザ

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
共
催

大
学
連
携
講
座

薬
学
研
究
科

正
し
く
使
う
た
め
に
く
す
り
を
知
る

1
0
0

1
6
9
5

4
6
1

1
2
0

5
0

5
0
0
平
成
2
5
年
1
月
9
日
～
2
月
6
日
　
毎
週
水
曜
日

1
4
:0
0
～
1
5
:3
0

名
古
屋
市
女
性
会
館
　
視
聴
覚
室

千
種
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
共
催

連
携
講
座

芸
術
工
学
研
究
科

芸
術
工
学
か
ら
人
間
を
考
え
る

3
0

2
7
4

8
1

2
7

4
0

0
平
成
1
0
月
2
9
日
～
1
1
月
1
9
日
　
毎
週
月
曜
日

1
3
:3
0
～
1
5
:3
0

北
千
種
キ
ャ
ン
パ
ス

ア
セ
ン
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
２
階

環
境
デ
ザ
イ
ン
研
究
所

瑞
穂
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
共
催

連
携
講
座

経
済
学
研
究
科

危
機
克
服
の
日
本
経
済
史

1
0
0

1
0
4
5

3
5
2

9
1

1
0

0
平
成
2
4
年
1
0
月
2
5
日
、
1
1
月
1
日
、
1
1
月
8
日
、

1
1
月
2
9
日
、
1
2
月
6
日
　
木
曜
日
　
1
0
:0
0
～
1
2
:0
0

桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス
　
本
部
棟
　
4
階
ホ
ー
ル

経
済
学
研
究
科
・
看
護
学
部

・
人
間
文
化
研
究
科

・
シ
ス
テ
ム
自
然
科
学
研
究
科

高
齢
社
会
を
切
り
拓
く
-
い
つ
か
来
る
老
後
を
乗
り
切
る
た
め
に
-

4
0

5
8
4

1
5
1

4
8

4
0

0
平
成
2
4
年
6
月
1
8
日
～
7
月
9
日
　
毎
週
月
曜
日

1
4
:0
0
～
1
6
:0
0

名
古
屋
市
女
性
会
館

医
学
研
究
科

看
護
学
部

女
性
の
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ

4
0

5
7
4

1
4
1

4
8

4
0

0
平
成
2
4
年
1
1
月
1
7
日
（
土
）
1
4
:0
0
～
1
5
:3
0
、

1
2
月
1
日
（
土
）
1
4
:0
0
～
1
6
:0
0
、
1
2
月
8
日
（
土
）
1
4
:0
0
～
1
6
:0
0
、

1
2
月
1
5
日
（
土
）
1
4
:0
0
～
1
5
:3
0

名
古
屋
市
女
性
会
館

1
2
,1
9
0
4
,3
7
1
2
7
8

6
4

フ
ラ
ン
ス
大
使
館

・
名
古
屋
ア
リ
ア
ン
ス
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
協
会

・
名
古
屋
商
工
会
議
所
・

愛
知
県
国
際
交
流
協
会
共
催

連
続
国
際
経
済
セ
ミ
ナ
ー

経
済
学
研
究
科

・
附
属
経
済
研
究
所

女
性
会
館
共
催
連
携
講
座

薬
草
園
市
民
公
開

薬
学
研
究
科

経
済
学
部

芸
術
工
学
部

授
業
公
開

人
文
社
会
学
部

★
記
入
上
の
注
意
事
項
：

　
　
　
・
「
受
講
者
数
」
に
つ
い
て
…
連
続
講
座
の
場
合
で
、
同
じ
受
講
者
が
複
数
回
受
講
す
る
講
座
の
場
合
は
、
講
座
申
込
者
の
数
を
記
載
す
る
。
毎
回
受
講
者
を
募
集
す
る
よ
う
な
講
座
の
場
合
は
、
各
回
の
ト
ー
タ
ル
の
受
講
者
数
を
記
載
す
る
（
延
べ
受
講
者
数
と
同
数
と
な
る
）
。

　
　
　
・
記
載
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
…
こ
の
表
に
記
入
す
る
講
座
、
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
本
学
が
主
催
で
実
施
す
る
も
の
の
み
（
共
催
含
む
）
。

田
辺
通
キ
ャ
ン
パ
ス
　
薬
草
園

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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【
年
度
計
画
81
】
 24
年
度
計
画
 
業
務
実
績
報
告
書
 
【
説
明
資
料
】
 

 24
年
度
計
画
 

[8
1]
 
高
齢
化
に
伴
い
増
加
す
る
が
ん
患
者
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と
し
て
が
ん

治
療
を
推
進
す
る
た
め
、
化
学
療
法
、
放
射
線
治
療
、
緩
和
ケ
ア
を
行
う
東
棟
の
運
用
を
開
始
す
る
。
 

  １
 
病
院
内
に
新
設
さ
れ
た
東
棟
（
喜
谷
記
念
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
）
の
整
備
財
源
 

 

東
棟
の
整
備
の
財
源
は
、
市
か
ら
の
補
助
金
を
充
て
る
こ
と
は
な
く
、
法
人
の
目
的
積
立
金

及
び
診
療
収
入
、
並
び
に
本
学
名
誉
教
授
の
設
立
し
た
財
団
か
ら
の
寄
附
を
財
源
と
し
て
整

備
を
図
っ
た
も
の
で
す
。
 

 整
備
費
用
 
 
 
 
約
１
６
億
円
 

・
目
的
積
立
金
 
 
約
１
２
億
６
千
万
円
 

・
診
療
収
入
 
 
 
 
約
２
億
４
千
万
円
 

・
寄
附
金
 
 
 
 
 
約
１
億
円
 

  

目
的
積
立
金
 

各
会
計
年
度
の
決
算
の
損
益
計
算
に
お
い
て
生
じ
た
利
益
の
う
ち
、
中
期

計
画
に
定
め
る
使
途
に
充
て
る
た
め
、
設
立
団
体
の
長
の
承
認
を
受
け
た

金
額
。
 

診
療
収
入
 
病
院
に
お
け
る
診
療
の
対
価
。
整
備
年
度
の
収
入
。
 

寄
附
金
 

元
薬
学
部
長
の
故
喜
谷
名
誉
教
授
が
、
自
ら
開
発
し
た
抗
が
ん
剤
で
あ
る

オ
キ
サ
リ
プ
ラ
チ
ン
に
関
す
る
知
的
財
産
な
ど
を
原
資
と
し
て
、
設
立
さ

れ
た
財
団
か
ら
の
寄
附
。
 

 

23
年
度
決
算
委
員
会
想
定
問
答
よ
り
 

２
 
東
棟
（
喜
谷
記
念
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
）
の
機
器
と
そ
の
効
果
 

 
東
棟
は
、
社
会
の
高
齢
化
に
伴
い
年
々
増
え
続
け
る
が
ん
患
者
さ
ん
に
対
し
、
高
度
な
診
断

や
様
々
な
先
端
治
療
を
併
用
す
る
「
集
学
的
な
治
療
」
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
治
療
成
績
の
向

上
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
整
備
し
た
も
の
。
 

東
棟
に
整
備
し
た
主
な
機
器
は
、「
３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
」「
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
」
及
び
「
抗
が
ん

剤
自
動
調
製
装
置
」
で
す
。
 

 
(1
) 
３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
 

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
磁
気
と
電
波
を
利
用
し
て
、
体
の
断
面
の
画
像
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
撮
影

装
置
で
す
。
 

こ
れ
ま
で
、
名
古
屋
市
立
大
学
病
院
で
は
１
．
５
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
東
棟
整
備
後
は
、
３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
小
さ
な
腫
瘍
の

診
断
に
有
用
で
あ
る
ほ
か
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
中
枢
神
経
疾
患
患
者
の
診
断
な
ど
が

で
き
る
装
置
で
す
。
 

 (2
) 
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
 

 
 
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
は
、
が
ん
細
胞
へ
の
放
射
線
照
射
装
置
で
す
。
機
械
が
体
の
ま
わ
り
を

回
り
な
が
ら
放
射
線
照
射
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
が
ん
病
巣
へ
限
定
し
た
放
射
線
治
療
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

こ
れ
に
よ
り
、
小
さ
な
が
ん
病
巣
へ
の
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
照
射
や
複
雑
な
が
ん
病
巣
、

複
数
の
病
巣
へ
の
照
射
も
可
能
と
な
り
、
治
療
の
効
率
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

患
者
さ
ん
の
被
ば
く
量
を
減
ら
す
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
の
負
担
も
軽
減
し
ま
す
。
 

 (3
) 
抗
が
ん
剤
自
動
調
製
装
置
 

 
 
こ
の
装
置
は
、
抗
が
ん
剤
の
混
合
調
製
を
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
が
自
動
的
に
行
う
装
置
で

す
。
抗
が
ん
剤
は
発
が
ん
性
･催
奇
形
性
を
有
す
る
た
め
、
こ
の
装
置
の
導
入
に
よ
り
調

製
時
に
お
け
る
医
療
従
事
者
の
薬
剤
の
曝
露
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
調

製
過
程
は
重
量
を
含
め
て
正
確
に
記
録
さ
れ
る
た
め
、
抗
が
ん
剤
治
療
の
安
全
性
が
向
上

し
ま
す
。
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